
主催 ： コンサートイマジン　 後援：公益財団法人 新日本フィルハーモニー交響楽団
協賛 ： 仙台画像検診クリニック ／ 株式会社CMI ／ 株式会社フォンテック ／ 株式会社エミューズ
協力 ： 仙台国際音楽コンクール事務局 ／ 株式会社サンミューズ

※曲目・曲順が変更になる場合がございます。予めご了承ください。　※未就学児のご入場はご遠慮ください。
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［全席自由・税込］一般￥4,000  ペア￥6,000

三鷹市芸術文化センター 風のホール
JR三鷹駅南口4・5番バスのりばから3つ目「八幡前・芸術文化センター」下車すぐ。
または6・7番のりばから「八幡前」下車1分。または徒歩約15分。

19：15開演（18：45開場）

TATSUO NISHIE & GIUSEPPE ANDALORO
DUO RECITAL 2013

Piano:
Giuseppe Andaloro

Violin:
Tatsuo Nishie

研ぎ澄まされた感性、類稀な美音！   新日本フィル  コンサートマスター 気鋭のイタリア人ピアニスト   仙 台 国 際 音 楽コンクール 2 0 01年の覇者 !

VIOLIN ヴァイオリン PIANO ピアノ

ベートーヴェン：ヴァイオリンとピアノの為のソナタ 第5番 ヘ長調 作品24 「春」
Ludwig van Beethoven: Sonata for Violin and Piano No.5 in F-major Op.24 "Spring"

エネスコ： 幼き日の印象 作品28
George Enescu: "Impressions d'enfance" for Violin and Piano Op.28

クオッツォ： ヴァイオリンとピアノの為のソナタ 第2番（世界初演）
Alessandro Cuozzo :Sonata for Violin and Piano No.2

小杉紗代： スパイラリング・スパークス（世界初演）
Sayo Kosugi: "Spiralling Sparks"

レスピーギ： ヴァイオリンとピアノの為のソナタ ロ短調
Ottorino Respighi: Sonata for Violin and Piano in B-minor

コンサートイマジン ☎03-3235-3777
http://www.concert.co.jp/

お問い合わせ

チケット取扱い

三鷹市芸術文化センター ☎0422- 47-5122
チケットぴあ ☎0570 - 02-9999［Pコード：187- 808］
新日本フィル・チケットボックス ☎03 -5610 - 3815

チケット取扱い

2 0 1 3 年

隅々にまで神経を行き届かせた入念な彫
琢、フレーズは活き活きとその生命力を
謳歌し、ヴァイオリンとピアノは親密に対
話を重ねていく。多彩な要素を包括した
瑞々しい美音は、艶やかしいほどの官能、
胸を突かれるほどの哀切を香り立たせて
比類がない。…… 西江とアンダローロの
音楽的純度の高さは計り知れない。

（2010年9月29日 杜のホールはしもと）
真嶋雄大

音楽の友 2010年11月号より抜粋

Photo: KAZUHIKO SUZUKI



プロフィール
PROF I LE ジュゼッペ・アンダローロ（ピアノ）

Giuseppe Andaloro, piano

1982年イタリアのパレルモ生まれ。ブゾーニ、ロンドン、
仙台各国際コンクール優勝。S.フィオレンティーノ、V.パ
ルツァーニの元で学び、2000 年ミラノのヴェルディ音
楽院を最高の成績で卒業。これまでに、ザルツブルク
祝祭大劇場、ウィーン楽友協会、モーツァルテウム、ロ

イヤル・フェスティバルホール（ロンドン）、サル・ガヴォー（パリ）、すみだトリ
フォニーホール、カザルスホール、音楽公園オーディトリアム（ローマ）等に出
演。その他、ニューヨーク、ブエノス・アイレス、メキシコ・シティ、ミュンヘ
ン、トロント、プラハ、テル・アヴィヴ、ポルト、大阪、札幌、仙台など、世
界中で演奏。また、数多くの音楽祭に招かれ、ザルツブルク音楽祭、国際
音楽祭ヤング・プラハ、ドゥシュニキ・ズドルィ国際ショパン音楽祭等に出演。
精力的に展開するソロ活動の他、世界の名だたるオーケストラや、アンサン
ブルのツアーに参加している。05 年イタリア文化庁より芸術勲章を受章。
ht tp: / /www.giuseppeandaloro.com /

西江辰郎（ヴァイオリン）
Tatsuo Nishie, violin

東京都出身。辰巳明子、安永徹、Tibor Varga氏に師事。桐
朋学園ソリストデュプロマコース修了。2001年弱冠24歳で
仙台フィルのコンサートマスターに就任。C.アルミンク氏に認
められ、05年4月より新日本フィルのコンサートマスターを務
める。ソリストとしても新日本フィル、アンサンブル金沢、チェ

コ室内管弦楽団など国内外のオーケストラと共演。室内楽もセレーノ弦楽四重奏
団、アートマン・トリオなど積極的に取り組み、G.アンダローロとのイタリアでのリ
サイタルツアーでは、A.クオッツォ氏より「無伴奏ヴァイオリンソナタ」を献呈される。
近年ではチェロのミッシャ・マイスキー氏と共演。08年にはサンサーンスの「サムソ
ンとダリラ」より“Printemps qui commence”の編曲も手がけた。09年6月、チュー 
リッヒ・Tonhalleでアールガウ交響楽団の公演にソリストとして招かれ、Neue 
Zurcher Zeitung 紙でも賞賛された。2010年にはマレーシアフィルにゲスト・コン
サートマスターとして招かれる。録音も多数。2013年新譜のリリースも予定している。
http://homepage 3 .nif ty.com/nishie -tatsuo/

西江辰郎 ＆
アンダローロ 
デュオ・リサイタル
2013

Tatsuo Nishie & 

Giuseppe Andaloro 

Duo Recital 2013


